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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景と目的 

国で掲げている地方創生において，少子高齢化，人

口減少，地方市街地の活性化，道路の整備など様々な

課題があげられる．その中でも，問題になっているこ

とは若者が都市部へ転出することである．雇用力の弱

い市町村では，進学・就職・転勤といったライフイベ

ントの際には都市部や周辺中心市街地などへの若者の

転出が多くなる1)．若者が都市部に転出することで地方

創生の課題となっている少子高齢化，人口減少などに

大きくかかわる事態となっている． 

この現状を打開するために地方自治体では，子育て

世代に向けた住居の支援や子育てのための交付金や援

助などを行っている．このようにソフト面においては，

多くの施策をおこなっているため対策が行われている．

しかし，ハード面に関しては需要に対し十分な施策が

行われているとは言い難いのが現状である．  

地方を定義づけることは難しく，現状では明確に定

義されてない．そのため本稿においては，『地方部』

を「都市計画区域内と区域外が混在している市町村．」

と定義することにする． 

都市部に比べて，地方部はインフラ整備が遅れてお

り，あまり手を付けられていない．都市計画区域内は，

都市計画法をはじめとした法的根拠をもって多くの公

共空間に関する施策が行われていることは確かである．

しかし，都市計画区域外に関してはインフラ整備の優

先順位が低く，手付かずに等しい場合も見受けられる．

都市計画区域外は，インフラ整備が不要というわけで

はない．そのため，都市計画区域(市街地)と都市計画

区域外(過疎地域)という二つの地域に対して，事情の

異なる地域の状況に応じて，別々のインフラ整備の方

針を検討していく必要がある．  

本研究は，このような過疎地域の実状に応じたハー

ド整備のあり方を整理することを最終目標に据え，子

育て環境に着目した調査及び考察を行うことを目的と

する． 

本稿では，「地方部」の一例として，茨城県常陸太

田市を対象とする．常陸太田市は，都市計画区域と区

域外から構成されている．都市計画区域外と過疎地域

に指定されている地域はほぼ等しい．茨城県常陸太田

市役所の子育てや公共空間整備に関する行政データお

よび行政施策を調査対象とした．過疎地域と市街地の

比較を行い，若者の転出が著しい過疎地域の現状を把

握した．行政と市民の対話の場をつくり，子育て環境

をどのように形成，維持していくのか地方部における

子育ての場づくりに関する考察を行う．  

 

(2) 研究の位置づけおよび構成 

子育て環境に着目した研究は，土木計画分野や都市

計画分野において，ベビーカーや通学路など交通に関

する研究が多くみられる2)-7)．また，公共空間に関する

研究の中で，子育てや遊び場に着目した研究は，都市

公園を対象としたものなど都市計画区域内(市街地)の

研究が行われている8)-10)．一方で，都市計画区域外(過

疎地域)の子育て環境に関する研究はあまり見られな

い．そこで，本研究は過疎地域の子育て環境を対象と

する． 

 

 

2. 常陸太田市の概要・人口・施策  

 

(1)  研究対象地の概要 

茨城県常陸太田市は，茨城県北部にあり，東京から

120km圏に位置し，福島県と隣接している．市南部の

平野には田畑が広がり，北部は山に囲まれ峡谷もある

など，南北で対照的な地形を有している．平成16年に，

常陸太田市，金砂郷町，水府村，里美村が合併し，現

在の常陸太田市となった (図-1)． 

昭和45年及び昭和55年には旧常陸太田市以外が過

疎地域と指定された．合併後も過疎地域自立促進特別

図-1 茨城県常陸太田市の位置(筆者作成) 
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措置法の規定により，旧金砂郷町，旧水府村及び旧里

美村の地域が継続して過疎地域の指定を受けている． 

茨城県が示す都市計画によれば，常陸太田市南部の

一部5,800haが都市計画区域となっており，常陸太田

市，日立市で構成されている「日立都市計画区域」に

含まれる．都市計画区域は，旧常陸太田市ほぼ全域が

指定されているため，過疎地域と都市計画区域外はほ

ぼ等しいと言える．常陸太田市では，平成21年3月に，

常陸太田市都市計画マスタープランが策定された．平

成40年のまちの姿を目標年次と位置づけを行ってい

るため，現在は計画の折り返しに近づいているところ

である． 

 

(2) 常陸太田市の人口 

 常陸太田市の総人口(平成29年 51,264人)の内，老年

人口が占める割合は， 35.2%と大きな値を示している．

これは，総務省統計局が示す全国の老年人口の25.1% 

(平成25年)の数値を大きく上回っており，少子高齢化

が著しいことがわかる． 

 過疎地域と市街地の人口推移を比較すると都市計画

区域内は50年間であまり大きな数値変化はないが，過

疎地域は大きく人口が減少している．過疎地域の人口

減少が著しいのは，過疎地域から市街地に人が移動し

ていることが考えられる． 

 

(3) 常陸太田市の子育てに関する施策 

子育てに関する施策は，「子育て上手常陸太田(B6

版)11⁾」によれば，住宅の助成を中心に，子育てに係る

費用の助成など親や子どもに様々な施策を幅広く実施

していることが把握できた．また市民によく活用され

ている施策が住宅に関する施策であったことから，定

住促進を進める際には住宅に関すること施策が重要な

ことだと考えられる． 

施策を活用している市民が増加していると読み取れ

るため，今後も様子を見ながら重点的に施策を行うこ

とが有効といえる．子育てに関する施策は充実してい

るといえる． 

 

 常陸太田市の人口からもわかるように過疎地域と市

街地の差が年々広がっている．次の章では，未就学児

に着目し調査結果を示す． 

 

 

3. 常陸太田市の未就学児の人口分布  

 

(1) 旧市町村の未就学児 

旧市町村別に分けた幼稚園・保育園の一覧で幼保育

園の立地をみてみると，市街地である旧常陸太田市の

面積は，常陸太田市の16.41%しかないにも関わらず，

現在，旧常陸太田市の幼稚園(4件)と保育園(6件)の件数

が過半数を超え立地している．また，過疎地域である 

金砂郷町，水府村，里美村は現在，幼稚園・保育園共

に1，2件ずつ立地している(表-1)．旧常陸太田市に属す 

表-1 旧市町村別の幼稚園・保育園一覧(筆者作成) 

図-2 旧市町村別の幼保育園児の合計(筆者作成) 

 

る幼保育園の園児数が最も高いことから，市街地に子

どもが集中していると考えられる．また，待機児童は

ほぼいないため，元来幼稚園・保育園の件数が少ない

ものの充足していた．市街地に比べると，過疎地域の

幼稚園のニーズが低いことがうかがえる． 

どの市町村においても園児数は減少傾向にあることが

明らかになった．市街地である旧常陸太田市は，園児

数が多いが，その他の金砂郷町，水府村，里美村は園

児数が旧常陸太田市と比べると少ないことが読み取れ

る(図-2)． 

旧常陸太田市と常陸太田市全体は，ほぼ同じ園児数

の減少率を示している．金砂郷町と水府村は減少傾向

としてはほぼ同じ数値を示している．これは，過疎地

域からの子どもの減少が大きく関わっていると考えら

れる．里美村は，平成19年の園児の人数が少なく，ま

た園児数自体も少ないため，数名程度の園児数の増減

が減少率(増加率)には大きな値として反映されている． 

 

(2) 常陸太田市の未就学児の現状 

常陸太田市では，幼稚園の件数と園児の人数は減っ

ているが，保育園の件数と園児の人数は増えているこ

とが読み取れた．この要因として，女性が働くように

なり，預けやすい保育園が好まれるようになったこと

が子ども福祉課の調査書回答からもわかる．また幼保

育園児数の合計に関しては，市街地，過疎地域問わず

減少率が緩やかになってきていることも読み取れる．

これは，施策(住宅の助成など)が子育て世代の転出抑

制や流入につながっているものと考えられる．さらに，

過疎地域と市街地での園児数の差が大きくなっている

ことも読み取れる．子育て世代が過疎地域ではなく，

市街地の幼稚園・保育園に預ける傾向がうかがえる． 

 

 以上より常陸太田市の未就学児の状況をみると，子

育て世代が市街地に生活の軸足を置いている様子が見

てとれる．こうした状況に対し，次の章では，生活基

盤整備の現状について公共空間に着目し，市街地と過

疎地域での差異について，調査結果をもとに示す． 

旧市町村名

常陸太田市 

金砂郷町

水府村

里美村

太田進徳幼稚園，幸久幼稚園，(西小沢幼稚園)，世矢幼稚園，のぞみ幼稚園
木崎保育園，宮ノ脇保育園，愛保育園，はすみ保育園，太田あすなろ保育園，『太田さくら保育園』

久米幼稚園，金郷幼稚園，(群戸幼稚園)
金砂郷保育園

水府幼稚園
すいふ保育園

(里美幼稚園)
(さとみ保育園)，『さとみこども園』

幼稚園名，保育園名　　　　()…閉園，『』…開園・統合

― 642 ―



 

 

 

 4. 常陸太田市におけるインフラ及び公共空間

整備の現状 

 

(1) 常陸太田市建設部によるインフラ整備の現状 

現時点で常陸太田市建設部では，市街地においては

表-2のとおりである．また，住宅においても子育て世

代への配慮があることが明らかになった．このことか

ら，区画整理事業に費用をまわしており，他の事業に

は手が出せない状況であった．  

過疎地域では，表-2のとおりであることから，生活

に最低限必要な道路，交通安全施設などが重要であり，

費用に余裕がないことから公園などの新設はあまり見

込めない． 

必要最低限の事業として，山吹運動公園内の子ども

の遊び場整備において，住民の意見を適切に取り入れ

て行った好例がヒアリング調査より明らかになった．

現在，山吹運動公園は，市内はもちろん市外から，家

族連れが車で訪れ利用しているとのことであった(図

-3)．また金井町第二児童公園では，地域住民が相談な

しに設置した遊具に対し撤去するのではなく，何度も

話し合いを行い，安全面を考慮したものへと改良する

措置が取られ，現在も利用されている．こうした事例

から，市民の意見を取り入れ，市民のニーズをとらえ

事業を行うことは，今後もより良い子どもの遊び場を

提供できると考えられる． 

 

 

表-2 常陸太田市建設部の現状(筆者作成) 

 

表-3 常陸太田市の公共空間整備の現状(筆者作成) 

 

図-3 山吹運動公園(都市公園：筆者撮影) 

(2) 常陸太田市の公共整備の現状 

都市公園，運動施設，観光施設の整備の現状は表-3

のとおりである．いずれも損傷がない限り，大規模な

修繕は不要と考えられる．利用者数のわかる施設に関

しては，施設によって増減の仕方に違いはあったが，

平成23年の東日本大震災による損傷や風評被害が大

きく利用者数に影響を与えていることが考えられた．

施設によっては，完全に修復されていない施設もある

ので，修繕の段階でひと工夫することでよいものが作

れるのではないかと考えられる． 

 

以上をまとめると，必要最低限の公共施設管理は行

われているが，市民の意見を取り入れることでより良

い施設を作っているという好例もある． 

 

 

5. 考察 

  

(1) 常陸太田市の現状から見える課題 

ここまで茨城県常陸太田市を対象として，行政(市役

所)が保有するデータ及び情報を用いて，現状を把握し

た．常陸太田市の総人口に対する過疎地域の人口の割

合をみると，近年は約35%に止まっている．さらに人

口推移から，減少率が高いことも明らかになった．ま

た，幼稚園児と保育園児の園児数をみると，市街地と

過疎地域の園児数の差が大きくなっていることが見て

取れた．これらの状況から，居住地として過疎地域に

子育て世代を誘導することは難しいと考えられる． 

インフラ整備の状況について，市街地においては，

雇用の充実を図るための基盤整備として，区画整理に

力をいれている．一方，過疎地域では，道路整備や交

通安全施設整備など必要最低限の生活基盤整備がおこ

なわれている状況である．なお，市街地，過疎地域の

いずれにおいても，これ以上の費用を確保する余裕は

なく，新たな事業は見込めない． 

公共空間(遊び場)整備の既存施設の管理については，

都市公園，スポーツ施設，観光施設ともに，必要最低

限の管理行為が行われている． 

以上をふまえると，主な事業としては市街地，過疎

地域のいずれも，必要最低限の事業をおこなっている

状況であり，生活の質を向上させるような，公園など

の子どもの遊び場の新設は極めて難しい状況にあると

推察される． 

一方，必要最低限の事業を行う場合においても，住

民の意見を適切に取り入れた整備を行うことで，施設

の利用価値が高まり，多くの家族連れに利用される，

好循環が生まれることが明らかになった．このことか

ら，市民の意見を取り入れ，ニーズをとらえ事業を行

うなどして，丁寧なプロセスで既存施設の改良を行う

ことで，今後もより良い子どもの遊び場を提供できる

と考えられる．そうした施設の価値を高めることによ

り，車を使って市外から訪れる利用者を呼び込める可

能性は，常陸太田市では既に実証済みである． 

分かったこと

市街地
(1)雇用の面で重要な商業地区の区画整理に力をいれている．
(2)他の事業には費用の面で行えない．
(3)都市公園を新設することはあまり見込めない．

過疎地域 (1)道路整備や交安施設整備など生活に必要なことが行われている．

No. 課名 主な内容 分かったこと

1 都市計画課
都市公園の
維持管理

(1)管理行為頻度から，最低限のことは行わ
   れている．

2 スポーツ振興課
運動施設の
維持管理,
利用者数

(1)管理行為頻度から，最低限のことは行わ
   れている．
(2)利用者数から施設によって増加していた
   り，ほぼ横ばいであったりする．

3 観光振興課
観光施設の
維持管理,
利用者数

(1)最低限の管理行為はどの施設においても
   行われている．
(2)完全に修復されていない施設もある．
(3)施設によって増減の仕方に違いがある．
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 以上のことから常陸太田市における過疎地域の公共

空間整備の考え方として， 

a. 公共施設の新設をしない 

 b. 過疎地域の居住以外での環境形成 

 c. 市民の意見を取り入れるなどの丁寧なプロセス 

の3点が課題といえる． 

 

(2) 子育て環境に着目した過疎地域のあり方 

上記の3点の課題をふまえると，子育て環境に着目し

た過疎地域で公共空間整備あり方について，費用の問

題と遊び場づくりの両立を図る方向性として，以下の2

点を提案する． 

①市民と協議するなど丁寧なプロセスで既存施設の価

値を高め，有効活用すること 

②平日の居住や雇用の場と，休日の余暇の場の使い分

けを行い，後者を支える場として過疎地域の環境形

成を行う 

の2点である．  

①の実践として，過疎地域に点在する既存施設を子

育て世代の利用者が増えるような価値を引き出し高め

るような修復やリノベーションを行うことが良いと考

えられる．観光施設も震災による損傷から完全に修復

しておらず，今後，何らかの手が加えられると思われ

る．そういった機会を活かす視点が重要であり，例え

ば山吹運動公園内の子どもの遊び場整備に行ったよう

な，住民の意見を取り入れながら修復案を出すような，

丁寧なプロセスで事業を進めるのが良いと考えられる．

また，子育て世代のみならず，その世代をサポートし

てくれる上の世代や，将来，常陸太田市で子育てをす

る可能性のある若い世代など，多様な世代の市民と密

接に事業を行っていくことも重要であると考えられる．

「子育て」というテーマを介して，多様な世代の市民

が繋がり，一緒にまちづくりを行っていくことで過度

の費用負担を抑えるのみでなく，よりよい子育ての場

の提供につながるのではないかと考えられる． 

②の実践として，平日は仕事や家事を優先して，住

宅の周辺にある市街地の児童公園や都市公園を利用し，

休日は水戸市など市街地がひろがる茨城県南部ではな

く，自然環境や田園風景の広がる過疎地域に遊びに行

くことで，常陸太田市内において平日と休日の切り替

えができる，豊かなライフスタイルを効率的に過ごす

ことができる．ひいては，常陸太田市北部の魅力を知

り，過疎地域にも子育て世代を増やすことができるの

ではないかと考えられる． 

 

 

6. おわりに 

 

 本稿は，茨城県常陸太田市を対象として子育て環境

をどのように形成，維持していくのか過疎地域におけ

る子育ての環境形成に関する考察を行った．常陸太田

市の概要・人口・子育てに関する施策について把握し

たうえで，常陸太田市の未就学児の人口分布の現状を

明らかにした．また，常陸太田市の過疎地域の公共空

間の現状を明らかにした．以上2点を明らかにしたこと

で，常陸太田市の子育ての過疎地域の公共空間整備に

おける課題を3点挙げるとともに，子育て環境に着目し

て費用の問題と遊び場づくりの両立を図る考え方を示

した．過疎地域が生活の質向上に資する場となり，市

街地だけでなく過疎地域にも子育て世代が足を運び，

ひいては人口流出の抑制もできるのではないかと考え

られる．また近年，国は地方自治体に対し，立地適正

化計画の策定を促しているが，過疎地域(都市計画区域

外)は範囲対象外である．人口流出の抑制を考える上で

は，本稿で示したような過疎地域の特色を生かし，都

市計画区域外にも視点を向けるべきであるといえる． 
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